






Examination of the Ideal Education Method for the Prevention of 
Substance Abuse within the School Health Plan 



































































済み残差の値で1.96以上、-1.96以下は 5 ％未満で有意差あり、2.58以上、-2.58以下は 1 ％未満で有意差ありと判定した。
また、教員全体（保体教員及び各教科教員）の経験年数間（20年以上、10年以上20年未満、 5 年以上10年未満、 5 年
未満）の回答において有意な関連が認められると考えられたため上述と同様の分析を行った。
　分析の過程においては 5 件法では「そうだ（ 5 点）」「まあそうだ（ 4 点）」「どちらでもない（ 3 点）」「あまりそう















項目 性　別 教科別 教職経験年数
属性 男性 女性 無回答 保体 各教科 5 年未満 5 年以上10年未満
10年以上
20年未満 20年以上 無回答
n 350 289 18 110 547 145 157 109 236 10





























































































































































〇質問項目⑤の教員の経験年数欄の上段は20年以上、中段は 5 年以上10年未満、下段は 5 年未満である。
〇表中の「全体」は各教科教員と保体教員の両者を示す。
4544
いて教員経験年数20年以上、 5 年以上10年未満、 5 年未満の三者間に有意な関連（p＜.001）が認められたため調整
済み残差値を求めた。質問「⑤：学校保健計画に位置付けた防止教育は必要だ」について経験年数20年以上、 5 年以
上10年未満、 5 年未満の三者の「そうだ」の回答は、20年以上の教員は、 5 年以上10年未満及び 5 年未満の教員より












































































































































































































































































































































































































































　教員が求めた研修会の内容は「 6 ．薬物乱用に関する指導方法の研修」（369人）、「 7 ．喫煙、飲酒、薬物乱用など
全般の研修」（315人）、「 5 ．薬物乱用と健康被害に関する研修」（300人）であった。200代は「 2 ．喫煙防止に関す
る指導方法の研修」（274人）、「 1 ．喫煙の健康被害に関する研修」（207人）、「 4 ．飲酒乱用に関する指導方法の研修」





































0.390** 0.688** 0.484** 0.138** 0.334** 0.423** 0.313**
0.511** 0.731** 0.525** 0.144 0.342** 0.410** 0.395**
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問１  性別   １．男       ２．女 
 
 
問２  年代   １．２０代     ２．３０代  
３．４０代     ４．５０代以上 
 
問３  教職経験年数 
     
    １．５年未満         ２．５年以上～１０年未満 
     





常勤 ・ 非常勤 
その他（再任用） 






１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
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常勤 ・ 非常勤 
その他（再任用） 






１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 







選 択 肢 









1 2 3 4 5 
 
問 2：学校保健計画に位置付けた防止教育は必要だ 
1 2 3 4 5 
 
問 3：防止教育の指導に抵抗感はない 
1 2 3 4 5 
     
問 4：防止教育の指導に関心がある 
1 2 3 4 5 
     
問 5：防止教育の指導を積極的に行いたい  
1 2 3 4 5 
     
問 6：防止教育の指導に関する知識を身に付ける必要がある  
1 2 3 4 5 
     
問 7：喫煙，飲酒，薬物などの危険性・有害性の理解について理解を図る指導が必要だ 
1 2 3 4 5 
     
問８：薬物乱用防止に関する指導では“ダメ絶対”を基本とした指導が必要だ 




選 択 肢 









1 2 3 4 5 
     
問 10：薬物乱用に誘われた時，断ることができる態度の育成が必要だ 
1 2 3 4 5 
     
問 11：防止教育においては，生徒の自己肯定観が形成できるような指導が必要だ 
1 2 3 4 5 
     
問 12：薬物開始の要因には，個人の低い自己肯定感が関連している 
1 2 3 4 5 
     
問 13：防止教育は，自他の心身の健康を大切にする指導が必要だ 
1 2 3 4 5 
     
問 14：防止教育は，それらに手を出さないための対処能力を身に付けることができる指導が
必要だ 
1 2 3 4 5 
     
問 15：防止教育では，乱用しない意思決定能力の育成が重要だ 
1 2 3 4 5 
     
問 16：薬物開始の要因には，強いストレスなどの心理的要因が影響している 
1 2 3 4 5 





選 択 肢 









1 2 3 4 5 
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問 16：薬物開始の要因には，強いストレスなどの心理的要因が影響している 
1 2 3 4 5 






選 択 肢 









1 2 3 4 5 
     
問 18：喫煙に関する指導では，興味をもたせない指導が重要だ 
1 2 3 4 5 
     
問 19：喫煙の指導では，受動喫煙による健康被害に関する指導が必要だ 
1 2 3 4 5 
     
問 20：未成年者の飲酒の開始は，喫煙の開始より薬物乱用のリスクが高まることを理解でき 
    る指導が必要だ 
1 2 3 4 5 
     
問 21：未成年者の飲酒は，心身の急性的健康被害につながりやすいことを理解できる指導が 
    必要だ 
１ ２ ３ ４ ５ 
 
問 22：未成年者に対する乱用防止教育への社会的対策は，万全だ 
１ ２ ３ ４ ５ 
 
問 23：未成年者の喫煙，飲酒，薬物乱用は，大きな社会問題だ 
１ ２ ３ ４ ５ 
 
問 24：未成年の飲酒は，薬物乱用のゲートウェイドラッグになりやすいと言われている 
１ ２ ３ ４ ５ 
     
     
選 択 肢 








問 25： 防止教育は，そのきっかけとなる誘因を避ける教育として有効だ 
１ ２ ３ ４ ５ 
     
問 26：学校教育における防止教育の充実が必要だ 
１ ２ ３ ４ ５ 
     
問 27：学校教育における防止教育は絶対必要だ 
１ ２ ３ ４ ５ 
     
問 28：学校教育における防止教育は極めて重要だ   
１ ２ ３ ４ ５ 
     
問 29：防止教育（含む喫煙，飲酒）に関する研修会に積極的に参加したい 
１ ２ ３ ４ ５ 
     
問 30：喫煙，飲酒，薬物乱用の研修会に関心を高くもっている 
１ ２ ３ ４ ５ 
     
問 31：防止教育の指導に関する情報の収集は指導を行う上において必要だ 
１ ２ ３ ４ ５ 
     
問 32：防止教育（含む喫煙，飲酒）関する研修会は自分にとって必要だ 
１ ２ ３ ４ ５ 
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ここで終了です。ご協力ありがとうございました 
